
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こくぶんじ協働ニュース第24号   ① 

こくぶんじ協働ニュース 

ぼ ら こ Collabo 

１面：４月から変わります！ 

２面：協働事業関連情報、ｾﾝﾀｰ利用実績 

３面：第５回市民活動フェスティバル報告 

４面：第５回市民活動フェスティバル報告 

５面：ＮＰОの現場から、団体紹介 

６面：蔵書紹介、お知らせ、他 

発 行 こくぶんじ市民活動センター 
発行日 平成 23年４月７日 

 

●ホームページのＵＲＬが 

変わります！ 
 

ホームページのＵＲＬ(アドレス)が下記に変更にな

ります。掲載事項には変更ありませんが、レイアウ

トも少し変更されていますので、ぜひ新しいホーム

ページをご確認ください！すでにＵＲＬを登録され

ている場合は、お手数ですがＵＲＬの変更をお願い

します。新ＵＲＬはこちら↓ 

http://members3.jcom.ne.jp/collabo-kokubunji/ 
 

☆登録更新のお願い☆ 
 市民活動センターでは、利用団体登録の更新手続きを１年毎に行っています。毎年登録
内容を更新していただくことで、団体情報を最新のものにし、活動のＰＲや団体支援に役
立てるために実施するものです。各団体へ登録更新手続き書類を郵送しましたので、登録

を引き続きご希望の団体は、５月31日(火)までに手続きを行ってください。 

●土,日,祝日の開館時間が 

変わります！ 
 

土日祝日の開館時間が9:00～17:00 から 

9:00～13:00 に変更となります。 
ご不便をおかけしますが、ご了承ください。 

なお、平日に比べ、土日祝日はミーティングルーム

等の予約が取りやすくなっています。みなさんのご

利用をお待ちしています！ 



 
 

 
平成 23年度実施公募型協働事業審査会を開催します。 
 平成23年度に実施予定の下記２事業について申込団体のプレゼンテーション審査を行います。 

プレゼンテーションは公開で行いますので，ぜひ傍聴にお越しください。 

事業名 事業担当課 申込団体 

市民活動センター“協働パー

トナー育成等”協働事業 
市民生活部 
協働コミュニティ課 

特定非営利活動法人 
市民テーブルこくぶんじ 

駅前子育てサロン“東部地区

協働型親子ひろば”事業 
子ども福祉部 
子育て支援課 

特定非営利活動法人 
冒険遊び場の会 

        
日時：平成 23年４月 18日（月） 午前９時 30分から 

       場所：市役所第 1庁舎３階 第 2委員会室 
  
平成 22年度に実施協働事業評価（報告会）を開催します。 
 平成 22年度に実施した協働事業について，事業報告を兼ねた事業評価会を開催します。 

公開で行いますので，ぜひ傍聴にお越しください。 

 日時：平成 23年５月 30日（月） 午前９時 45分から 
      場所：国分寺 Lホール（Aホール） 
 
平成 22年度実施協働事業 
① まちづくりの人材育成のための市民塾事業 ②市民活動センター“協働パートナー育成等” 
協働事業 ③国分寺市まちづくりセンター協働事業 ④国分寺市木造住宅耐震診断士創設に係る 
診断士の養成・認定事業 ⑤子ども野外事業 ⑥駅前子育てサロン（東部地区協働型親子ひろば） 
事業 ⑦親子ひろば運営事業（室内プール）⑧障害児・年齢枠を超えた子育て支援事業 
⑨放課後子どもプラン国分寺「地域子ども教室」（４団体）⑩生ごみ減量・たい肥化が市民の常識 
となる国分寺市を目指して事業 ⑪身体活動を習慣化させる介護予防体操教室 
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平成22年度  
センター利用実績報告 

登録団体数 ·············  １４３団体 ⇒登録更新にご協力ください 
 
ミーティングルーム利用率 ······ 36.9％ ⇒ご利用をお待ちしております 
 
ホームページアクセス回数 ·· 31,908 回 ⇒４月より URLを変更しました！ 
                          1日平均 87.4人 

 

        印刷機が２色刷りなり、利用が増えています。 

ご利用の際は、事前に予約をしてください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【来場者の声】（アンケートの結果より抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 
 

【出展団体の声】 
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市民活動フェスティバル報告 

●初めての参加でしたが、天気にも恵まれ素晴しいフェスティバルだったと思う。こういう形

で少しずつ市民の方々へ浸透していければと願っています。 
●他団体の活動内容を知ることができ、自団体について知っていただくことが出来ました。 
●ブースの展示に興味を持ってもらい、会員が１９名増えました。 
●市民の方に多数参加してもらいました。翌日も電話が鳴りっぱなしといううれしい反響があ

りました。 
●地元愛をはぐくむために、子供向けの展示をしたが、スタッフが足りないほどの参加でした。

次回はもっとスタッフを集めて対応したいと考えています。 

 さる２月２７日（日）、「第５回 市民活動フェスティバル」を開催しました。今回は、これま

でで最高の２３団体が参加し、４００名を越える来場者がありました。当日は天候にも恵まれ、

１階体育室でのステージや遊戯室のおもちゃの広場、２階フロアでのブース展示や喫茶コーナー

など、団体の特色にあわせた企画で、活気あふれるフェスティバルになりました。小さなお子さ

んの来場もあり、市民活動を広い世代の方々にピーアールすることができました。 

１階体育室の様子 

●事業の紹介がおもしろく興味深かった。 
●環境関連の取り組みが、自分の生活の見直しとなりました。 
●知らないことがいっぱいあった。これから協力できる事には積極的にかかわりたい。 
●親子体操も多くの参加があり、パパの姿も見えてよかった。 
●やじろべえがとても楽しかった。子供も一緒に楽しめた。 
●楽しいひと時を過ごすことができました。 
楽しく見せていただき体操もさせてもらいました。もう少し参加者が多いといいですね。 
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【第 5回 出展・参加団体】 
ＡＣＴたすけあいワーカーズ国分寺・風ぐるま 

ＮＰＯ法人 生き活き 
ＮＰＯ法人 くらしの安全安心サポーター 
ＮＰＯ法人 健康体操指導ワーカーズ 

ＮＰＯ法人 国障連喫茶 
ＮＰＯ法人 市民テーブルこくぶんじ 

ＮＰＯ法人 すまいる 
ＮＰＯ法人 まちづくりサポート国分寺 

介護保険サポーターズ国分寺 
国分寺あゆみ会 

国分寺カウンセリング勉強会 
国分寺コンポストアミー 
国分寺市国際協会 

国分寺市民防災推進委員会 
５３０３会 
篠笛の会 

自立生活体操をひろめる会 
ハイビスカス 

プレイセンター小さな森 
ペーパークラフトの会 

ボランティア活動センターこくぶんじ 
緑と自然を育てる会 

こくぶんじ市民活動センター 

各ブース他の様子 

第５回 市民活動フェスティバルは、出展団体をはじめ
多くの市民の皆さまのご参加とご協力で無事に開催する

ことができました。実行委員会の反省会では、会員増加に

繋がったことや嬉しい反響があったことなどの報告と同

時に、これからの市民活動の担い手となる若い世代の方々

に多く来ていただく工夫が必要であることや、団体同士の

つながりをより深めていくことが大切であることなどが

話し合われました。次回の開催では、幅広い世代の多くの

市民の方々の参加を期待しています。 
 



 
 
 
 
 

皆さんは、紙飛行機というと折紙飛行機を思い浮かべられるのではないでしょうか。

今回ご紹介する「ペーパークラフトの会」の紙飛行機は、「割箸胴紙飛行機」なのです。   

この紙飛行機の定例教室は、毎月第二土曜日の午前１０時から１２時まで本多公民館

で開催されています。先日その教室におじゃまして、この会の代表の高橋正一さん、 

前代表の小峰義夫さんにお話を伺いました。 

 この会の設立は平成１４年６月。割箸胴紙飛行機の考案、設計は、前代表の大学時 

代の学友で現在大磯にお住まいの野地昭史さんです。この方は航空自衛隊の教官を勤められ滞空時間１万時間の、

飛行機と空の専門家です。ですから紙飛行機といっても実際の飛行機と同じ理論で作られており、実績とあい 

まって奥行きの深さを感じます。 

お二人によれば、この紙飛行機の教室で体験できる事として、次のようなことをあげられました。 
 １．個性的創造能力が育つ。“人は本来、空を飛ぶことに憧れがあり”、

自分で作った紙飛行機がスイーと飛ぶと子どもも大人も目が輝き、生

きるトキメキと重なっている。 
２．物を作る喜び。作業が複雑なほど、達成感も大きく、完成遊具が氾

濫する中で、自分の遊具で遊ぶ楽しみの大切さを知る。 
３．発見・創造する喜び。割り箸胴紙飛行機は機体の作り方や飛ばし方

の工夫で、より良く飛ぶことなど個性的創造性にすぐれている。 
とのことでした。 
それでは、これまで紙飛行機教室を体験した子供たちの声をご紹介しましょう。 

「学校の工作は嫌いだけど紙飛行機教室は楽しい！」、「難しくて大変だったけど、飛ばしたときによく飛んだの 
で嬉しかった！」、「はねの角度や重心で飛ぶ方向や速さが違うことが分かりました。父と公園で飛ばしました！」

「こんなに楽しそうにしているお父さんを初めて見た！」など、作る喜び、飛んだ喜び以外に、ご家族との温か 
い交流ムードが伝わってきます。 
国分寺市では、本多公民館で行うこの教室を「異世代交流事業」の一つとして位置づけています。また、出

前教室として、万葉花まつり、国分寺ふくしまつり、小学校の放課後子どもプランなどに積極的に参加し、市

民活動フェスティバルにも参加しています。「地域ぐるみの生涯学習で、良い世の中にしたい」とお二人からメ 
ッセージを頂きました。これからもがんばってください。 

連絡先 ペーパークラフトの会 高橋正一 042-325-5568 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●センター蔵書紹介コーナー 
 
■書籍名…『住んでみたい 街づくりの賢人たち』東京都江戸川区の挑戦！ 
■著 者…小久保 晴行 ■発行…㈱イースト・プレス 2009年 11月 

東京都江戸川区は、地域の 70％が海抜以下という低平地のため、水害が多く「住みたくない街」の筆頭
であった。そんな江戸川区が、今日「住んでみたい街」として高い評価を受けている。そこに至るには、

「住みよい街にしたい」という長い間の住民の自然発生的な地域の力が大きく寄与しているという。本書

は、そんな「地域力」の実態をレポートしたものである。 
 江戸川区と「地域力」との取り組みは多方面に渡る。「親水公園」で街づくり、独自の子育て支援、「エ

コタウン」づくり、福祉施設の充実等々。また、地域に根ざした全国初のボランティア大学である「江戸

川総合人生大学」の設立は興味深い。学校教育法で定める正規の大学ではなく、学んだことをいかに実行

するかを目指し、時代に潜む課題を掘り起こし、豊かな人生を実現する人々の共育・協働の学びと実践の

場としている。 
 自分の住んでいる街を良くしたい。そう思う人はたくさんいると思う。そのために「何ができるのか 何

をなすべきか」。この本は、それを考えるきっかけになるのではないでしょうか。 

国分寺市を拠点とする 
ＮＰＯの活動取材録 

シリーズ・ＮＰＯの現場から 

こくぶんじ協働ニュース第24号   ⑤ 

第 24 回 ～よく飛ぶ、割り箸胴紙飛行機～ 

ペーパークラフトの会 

地域のために 
何ができるのか 
何をなすべきか！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国分寺あゆみ会（略称：あゆみ会） 
私たちは“こころの健康”を願い、安心して希望

を持ち生き生きと自分らしく生活が出来るよう、精

神障害者と家族が抱える問題の解決を図るために

事業並びに活動を行っている家族会です、というよ

うにどうしても硬い表現になってしまいますが、会

員は現在約 80名です。 

2010 年 10 月、長い間分からなかった私たち「あ

ゆみ会」の誕生日が、東京つくし会報 臨時増刊号 

東京つくし会の 20年のあゆみの中に「1973(昭和 48

年)11 月 25 日 家族会設立」とあり、初めて正確な

設立年月日が判明致しました。実に家族会として３

７年間の歴史があったわけです。 

私たちは情報交換などのための月例会を始め、映

画鑑賞会や食事会、ボーリング大会など引きこもり

解消のためのピュアハート（自立支援事業）、主に

家族会員を対象にしたピアカウンセリング（相談支

援事業）、会員相互の親睦と市民との直接交流を大

切にしながら活動資金を得ることが出来るバザー

事業、会報「あゆみ会ニュース」毎月発行などの事

業と活動を行っています。 

“こころの健康”を願っている方、どうかお気軽

にご連絡下さい。「回復※」の思考で、仲間として

助け合っていきましょう。 

■連絡先：TEL&FAX 042-714-9101(会長 須長靖夫 宅) 

■E-mail：1819430623_ys@jcom.home.ne.jp 

■事務局： 

〒185-0021 東京都国分寺市南町三丁目4番 4号 

ピア国分寺社会福祉法人はらからの家福祉会 内 

プラッツ（TEL:042-323-5637 FAX:042-328-3240）  

※症状が消えなくても生活のしづらさが残っても、

それぞれが自分の願いを持ち、希望を持って生き

甲斐のある生活ができるようになることを回復

（リカバリー）と考える。 

発行・編集 こくぶんじ市民活動センター（国分寺市役所 協働コミュニティ課） 

〒185-8501 東京都国分寺市戸倉１－６－１ 第３庁舎１階 

℡ ０４２－２０８－３６３６ ／ Fax ０４２－２０８－３６３７ 
e-mail kccpc@jcom.home.ne.jp 

http://members3.jcom.home.ne.jp/collabo-kokubunji/ 

開館時間 平日 9:00～17:00 土日祝日 9:00～13:00 

年中無休(ただし年末年始を除く) 

平成 23年４月７日発行 
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←至 国立駅  至 恋ヶ窪駅→  

第三庁舎 

第二庁舎 

KOKUBUNJI 
Collabo 

団体紹介コーナー 団体紹介 

随時募集中！ 

 
編集後記 

ＮＰＯフェスティバルが終わり、この『こらぼ』の編集も終わりました。年に４回お届けしている『こらぼ』は

いかがですか？ スタッフ一同、皆様と一緒により良いものとしたいと思っております。お気づきの点や意見等、

遠慮なくお寄せ下さい。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

お 知 ら せ 

こくぶんじ協働ニュース第24号   ⑥ 

■ アンケートにご協力ください ■ 

現在、こくぶんじ市民活動センターへの利用団体

登録の更新手続きを行っております。その際、こく

ぶんじ市民活動センター事業等に関するアンケー

ト調査を同封し、ご協力をお願いしております。す

でに提出していただいた団体もありますが、平成

23年５月 31日（火）までにご提出いただきますよ

う、お願いいたします。 
 
■ ホームページがリニューアル ■ 

こくぶんじ市民活動センターのホームページが

リニューアルしました。ＵＲＬの変更に関しては、

１面の記事にて掲載しておりますが、すでにＵＲＬ

を登録していただいている方は、変更をお願いいた

します。また、まだご覧になっていない方は、ぜひ

一度ホームページを見て下さい。センターや登録団

体からのお知らせや、スタッフのブログなど、随時

更新しております。 
 
■ 田嶋が復帰します！ ■ 
センター担当職員の田嶋が４月より復帰しま

す。復帰にあたってのコメントを紹介します。 
「皆さん、お久しぶりです。“たまちゃん”こと田

嶋です。産休・育休を終えて４月から仕事復帰しま

した。これまで同様どうぞよろしくお願いいたしま

す。今年の『市民活動フェスティバル』には子ども

と一緒におじゃまして、木のおもちゃで遊んだり、

ブース回りをしたり、一来場者として楽しませてい

ただきました。回を重ねるごとに参加団体が増え、

にぎやかになってきていることがうれしいです。 

来年のフェスティバルも皆さんと一緒に 

市民活動フェスティバルを盛り上げて 

いけたら…と、今から楽しみにしてい 

ます。」 

 

Ｆａｘ番号 ５月から変わります 

 


